
 

 

魚種（海域）：ソウハチ（道南太平洋海域） 

担当水試：栽培水産試験場 

 

 要約表 

評価年の基準 

（2012 年度） 
資源評価方法 

2012 年度の 

資源状態 

2012～2013 年度 

の資源動向 

2012年8月1日 

～2013年7月31日 
資源重量 高水準 横ばい 

＊生態については，別添資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1) 漁業の概要 

・漁業種類 

かれい刺し網による漁獲が年間漁獲量の 64％（2008～2012 年度の平均）を占めてい

る。また，その他の刺し網(6％)，底建網(4％)，沖合底びき網漁業(10％)などによって

も漁獲されている（図 1）。 

・操業時期 

周年漁獲されるが，産卵期の 5～6 月における漁獲が年間漁獲量の 48％（2008～2012

年度の平均）を占めている（図 1）。 

・漁場 

渡島・胆振総合振興局および日高振興局管内の水深 10～250m の水域（噴火湾内を含

む）が主な漁場となっている。 

・漁獲物の特徴 

刺し網漁獲物の主体は 3～6 歳魚である。 

 

(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

未成魚保護のための資源管理協定に基づく体長または全長制限が実施されており，体

長 15cm または全長 18cm 未満の漁獲は 20％を超えてはならず，20％を超えた場合は漁

場移動等の措置を講ずる。 

 

２．評価方法とデータ 

資源評価は漁獲量，資源尾数および資源重量により行った。解析に使用したパラメータ

は表 1 に示した。2010 年度までの解析では，最近年の F は直近 5 ヵ年の平均値を用いて

きた。しかし，近年の F は年による変動が大きいため，近年の平均的な F として見積もる

には不適と考えられた。代わって，近年同様に資源量が大きく増加した 2000 年度から 3

ヵ年の F の平均値を用いた。 

・漁獲量 
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沿岸漁業は漁業生産高報告（集計範囲は，渡島総合振興局については旧恵山町～長万

部町（八雲町熊石地区は除く），胆振総合振興局および日高振興局）を用いた。2013 年

1～7 月の漁獲量については水試集計速報値を使用した。沖合底びき網漁業は北海道沖合

底曳網漁業漁獲統計年報（集計範囲は中海区「襟裳以西」）から収集した。 

・雌雄別漁獲尾数 

各振興局管内の漁獲尾数は，年間漁獲量を各地の漁獲物標本（渡島：砂原漁協 5，6

月刺し網，胆振：苫小牧漁協 5，6 月刺し網）の生物測定により得られた平均体重で除

して算出した。砂原漁協については，2008 年からの月別銘柄別漁獲量集計値が得られ

たため，これを測定結果の引き延ばしに用いた。沖合底びき網漁業については，2013

年 1 月に標本を得て生物測定を行ったが全て雌であった（図 2-2）。これについてはサ

ンプリングの誤差が大きいと判断して解析には用いず，苫小牧の刺し網標本の測定結果

を代用して年齢別漁獲尾数を算出した。これらの数値に，それぞれの雌雄比を乗じて雌

雄別の漁獲尾数を算出した。 

・雌雄別年齢別漁獲尾数 

1985～2000 年までは，1975～1984 年および 1996～2001 年の標本から作成した雌雄毎

の Age-Length-Key を用いて，また，2001 年度以降は，単年度毎に刺し網および沖合底

びき網漁業の漁獲物標本より得られた雌雄別の Age-Length-Key や銘柄別年齢組成を用

いて年齢別漁獲尾数を算出した。 

・資源尾数および重量 

Pope1)の近似式を用いた VPA で雌雄別に資源尾数を算出し，これを合計して資源尾数

とした。資源重量は，漁獲物標本の平均体重を年齢別資源尾数に乗じて算出した。平均

体重は雌雄別年齢別に，2000 年度までは 1995～2000 年の標本測定値を合わせて，2001

年度以降は単年度毎に，計算した。雄 6 歳，雌 7 歳以下の資源尾数算出には下記の(1)

式，最近年および最高齢（雄 7 歳，雌 8 歳以上のプラスグループ）の資源尾数について

は(2)式，漁獲死亡係数の算出には(3)式を用いた。また，プラスグループの資源尾数が

比較的大きいことを考慮して，雄 7 歳，雌 8 歳の資源尾数を(4)式により推定し，雄 6

歳以下，雌 7 歳以下の計算に用いた。 
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ここで，Na,y は y 年度の a 歳の資源尾数，C は漁獲尾数，M は自然死亡係数，F は漁

獲死亡係数を表す。最高齢における F はその 1 歳下の F と一致させた。また，最近年

の最高齢における F は MS-EXCEL のソルバー機能を用いて 1 歳下の F との比が 1 になる

ように適当な初期値を与えて求めた。 

・産卵親魚重量 

産卵親魚重量（雌）は，産卵期が年度の終わりにあることを考慮し，次年度漁期は

じめ資源尾数を用いて次式により推定した。 
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ここで，Sy は y 年度の産卵親魚重量，na,y は y 年度，a 歳雌魚の漁期はじめの資源尾

数，ma は a 歳魚の成熟率，wa は a 歳雌魚の漁期はじめの平均体重を表す（この式では，

漁期中に漁獲されたものは，産卵に参加していないとみなしている。また，Sy により

産出された子は y+1 年級となる）。 

・2013 年度（次年度）の資源重量推定 

4 歳以上の資源重量は 2012 年度の資源尾数と漁獲尾数から前進計算して算出した。

3 歳魚（2010 年級）は，この年級を生み出した 2009 年度の産卵資源重量と直近 3 ヵ年

（2007～2009 年級）の平均 RPS（3 歳加入尾数/親魚重量）を用いて算出した（図 3）。

これらの数値を合計して 2013 年度の予想資源重量とした。 

 

３．資源評価 

(1) 漁獲量および努力量の推移（表 2，図 4） 

年間漁獲量は 1966～1977 年まで 5 千トンを超えていたが，その後は減少して 2000 年

まで１千トンを下回る状態が続いていた。1985 年度以降を漁期年（8 月～翌年 7 月）で見

ると，1985～89 年度は 200～700 トンで増減していたが，90 年代前半には 200 トン台の低

い水準で推移した。1995 年度以降ゆるやかに変動しながら増加傾向を示し，2000 年度に

1.0 千トンを超えた。2003，2004 年度は 1.8 千トンと高い水準になったが，2005 年度か

ら 3 年連続して減少し 2007 年度は 1.0 千トンとなった。しかし，2008 年度は増加に転じ

て 2009 年度は 2 千トン，2011 年度は 3 千トンを超え，2012 年度は 1985 年度以降では最

高の 4.1 千トンとなった。地区別に見ると，渡島振興局の漁獲量は前年から 428 トン増え

て 1,968 トンと，全漁獲量の約半数を占めた。また，沖底漁業の漁獲量も前年の倍以上で

ある 478 トンまで増加した。一方日高振興局では，前年の半数以下である 428 トンまで減

少した。 
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ソウハチの漁獲努力量を示すデータは今のところ得られていないが，聞き取り調査に

よると，近年はまとまった量があることから，カレイ刺し網や沖底漁業でもソウハチを狙

った操業を行っているということであった。 

 

(2) 現在（評価年）までの資源状態（図 5） 

2012 年度の雌雄計の年齢別漁獲尾数は 13.0 百万尾で，前年の 15.1 百万尾から減少し

た。VPA により推定された 3 歳以上の資源尾数は，1990 年度は 4 百万尾であったが 1994

年度には 10 百万尾を超え，その後も増加傾向が続いて 2003 年度には 44 百万尾となった。

その後減少傾向に転じて 2006 年度は 25 百万尾となったが，再び増加して 2010 年度は 38

百万尾となった。その後 2 年連続で減少し，2012 年度は 25 百万尾であった。3 歳以上の

資源重量は，2002 年度の 7.7 千トンをピークに 2006 年度は 4.8 千トンまで減少したが

2010 年度は 10.5 千トンまで増加した。その後 2012 年度は 7.5 千トンまで減少した。 

 

(3) 評価年の資源水準：高水準（図 6） 

資源水準は 3 歳以上の資源重量により判断した。1990～2009 年度の 3 歳以上の資源重

量の平均値を 100 とし，100±40 の範囲を中水準，その上下をそれぞれ高水準，低水準と

した。当海域の資源は，1990～94 年度まで低水準で推移していたが，その後徐々に増加

して 2002～04 年度は高水準となった。2005～07 年度は中水準であったが再び高水準にな

り，2012 年度の資源水準指数は 171 で高水準にあると判断された。 

 

 (4) 今後の資源動向：横ばい 

2012 年度の漁獲尾数と資源尾数から前進計算して 2013 年度の資源重量を計算し，1991

～2012 年度の資源重量の平均増減率と評価年度（2012 年度）から評価翌年度（2013 年

度）の増減率を比べて資源動向を判断した。ただし，2013 年度の 3 歳魚の資源尾数は

2007～2009 年級群の平均 RPS から算出した。 

これによると，2013 年度の 3 歳以上の資源重量は 9.2 千トンと推定され，2012 年度の

7.5 千トンから増加すると予想された。また，2012 年度から 2013 年度の増減率 cr2012 は

24％となり，1990～2012 年度の平均増減率 crave1990-2012（25％）よりも低かったため，

2012～2013 年度の資源動向は横ばいとした。 
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平松一彦：VPA(Virtual Population Analysis)．平成 12 年度資源評価体制確立推進事業

報告書－資源解析手法教 
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図1 道南太平洋海域におけるソウハチの漁業別（左）および月別（右）漁獲比率(%)
2008から2012年度（漁期年：8月～翌年7月）の平均値。

表1 解析に使用したパラメータと計算方法

表2 道南太平洋海域におけるソウハチの漁獲量（単位：トン）

沿岸漁業：漁業生産高報告の渡島（旧恵山町～長万部町；ただし八雲町熊石地区は除く），
胆振総合振興局および日高振興局の計。
沖底：北海道沖合底曳網漁業漁獲統計年報の中海区「襟裳以西」の計。
漁期年：8月～翌年7月。2012年度は水試集計速報値。

16＿ソウハチ＿道南太平洋海域

16-62014年度 道総研水産研究本部



図2-1 ソウハチ漁獲物の体長組成（砂原地区・刺し網）と雌の比率
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図2-2 ソウハチ漁獲物の体長組成（左：苫小牧地区・刺し網，右：室蘭地区・沖底）と雌の比率
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図4 道南太平洋海域におけるソウハチ漁獲量の経年変化
上：暦年（1954～2013年），下：漁期年（1985～2012年度）
暦年集計の1978～84年の沿岸漁業漁獲量は欠測。

図3 道南太平洋海域におけるソウハチの産卵親魚重量（上），
雌雄合計加入尾数（3歳資源尾数：下棒グラフ）および再生産成功指数（RPS：下折れ線グラフ）
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図5-1 道南太平洋海域におけるソウハチの年齢別漁獲尾数，資源尾数および資源重量
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図6 道南太平洋海域におけるソウハチの資源水準（資料は3歳以上の資源重量）

図5-2 道南太平洋海域におけるソウハチの年齢別漁獲尾数，資源尾数および資源重量（続き）
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生態表  魚種名：ソウハチ  海域名：道南太平洋海域     

 

 

図 ソウハチ（道南太平洋海域）の分布図 

 

１．分布・回遊 

襟裳岬から噴火湾および恵山岬にいたる水深10～250ｍの海域に分布する。産卵期には浅海域に移

動し，産卵後は沖合へ移動する。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：８月１日） 

                          (５～６月時点) 

（1975～1986年，1996～2000年の函館水試室蘭支場測定資料より） 

 

３．成熟年齢・成熟体長（年齢は５～６月時点を示す） 

・オス：２歳から成熟する個体がみられ，全長19cm以上，４歳以上で半分以上の個体が成熟する。 

・メス：３歳から成熟する個体がみられ，全長27cm以上，４歳以上で半分以上の個体が成熟する。 

（1962～1999年の５～６月における函館水試室蘭支場測定資料より） 

 

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：６～９月（産卵盛期は６月中旬～８月中旬）である。 

・産卵場：噴火湾内および胆振・日高の沿岸域である。 

（1962～1999年の函館水試室蘭支場測定資料より） 

 

５．その他 

 なし 

 

６．文献 

 なし 

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳

オス 6 10 13 17 19 21 22 24

メス 6 10 13 18 21 24 26 27

オス 8 12 16 20 23 25 27 28

メス 8 12 17 22 26 29 31 33

オス 3 15 39 82 121 159 195 238

メス 3 15 41 97 173 245 319 369

全長(cm)

体重(g) 

満年齢

体長(cm)

16＿ソウハチ＿道南太平洋海域

16-122014年度 道総研水産研究本部




